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 まず、初めに学習評価の話になる前に、「図画工

作科・美術科が義務教育の必修教科にある意味と

は？」と私たちに問われました。クラブ活動でも選択

教科でもいいと思われがちな教科で、「図画工作の

教育はなぜ必要か」を指導する者が、心得ていなけ

ればならないという確認から始まりました。（美術教

育の思いは昔から変わることなくあること） 

  幼い頃は絵を描くのが好きだったのに、他者と比べ

るような評価をすることで、直観力や創造力を失わ

れてしまうのではという、声掛けについてもお話しいた

だきました。美術科教育は人間形成を目的とする

「美術で教える」教育であるということを改めて考えさ

せられる時間でした。 

 また、教科の目標、内容の系統表を確認しなが

ら、評価についても再確認できました。工藤先生の

「学習指導要領は愛読書」と指導要領を作っている

人たちの熱い思いを語ってくれました。 

 

 

  「評価」は授業する教員が責任をもってつけるこ

と、「評定」は各学校で決められたものがあると「評価

と評定」についてもお話しされ、参加者もうなずきな

がら聞いていました。 

実際に児童や生徒の作品を映し出し、評価の観

点を交えながら、お話してくださいました。技術のある

生徒作品に対しても、その時間で身についた力の評

価となると・・・と、作品の完成度だけでなく過程につ

いても気づかされた時間でした。 

 講演の合間に小グループで交流する時間があり、

和やかな雰囲気で話をすることができました。 



 

 作品の「主題」を子どもに委ねること、それに基づく

評価をしていくことなど、工藤先生のお話を通して、

授業づくりについて、より計画的な評価や準備が必

要と実感させられる時間でした。 

 児童生徒の作品への思い（ことば）からも、「描きた

い」が技能や構想につながっていると感じさせられま

した。 

 

 予定時間を過ぎても、参加者からの質問にも一つ

ひとつ丁寧に返答してくださいました。 

参加者からは、小学校と中学校では評価について

は違いがあることがわかった、「評価が難しい」と思っ

ていたが「何がどう難しいのか」がわかっていなかった

など、もっと多くの先生方に聴いてほしかったなどの

声がありました。 

 「美術を教える」という美術的諸能力の育成も大事

だが、「美術で教える」という、心育てをこの教科でし

かできないことなのではと、誇りに思った研修でした。 

 


